03 Barracks Accommodating Sufferers after the Great Kanto Earthquake and Activities Done by the Mitsui Companies by 田中 傑 & Tanaka Masaru
調査報告『町内規約要領』（日本近代都市社会調査資料集成 1『東京市社会局調査報告書 11』大正十三年，
SBB出版会，1995年，所収）には，既存町会として町会数 1073（町総代を含む），会員数 253,217人の数値
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棟）と 64坪（附属屋）の合計 1,250坪分，警視庁委任バラックが 2,304坪（住棟）と 160坪（附属
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坪，70戸（内訳は住棟 7棟，共同炊事場 4棟，便所が 5
（99）
棟）で 1923
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1923年 2月に着工し，1923年 1月および 1923年
7月に竣工した木造瓦葺 2階建て 28棟 48戸が存
在したほか，1923年 6月に着工，震災の混乱が
ある程度おさまった 1925年 3月に竣工すること
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した．小倉庫次（1926），仮設建築物撤去延期問題，都市問題第 3巻第 6号，1926年 12月，（財）東京市政
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（３）　東京市役所・万朝報社共編（1924），十一時五十八分，p. 25.
（４）　東京市役所（1926a），東京震災録前輯，第 1篇応急措置第 2章各紀，政府の活動（機関），p. 1.
（５）　1923年 9月 2日勅令第 397号『臨時震災救護事務局官制』，東京市役所（1926），前掲書，p. 2. なお，
同事務局は同年 11月 29日に内務省社会局中心の組織に改組され，さらに翌年 3月 31日に内務省社会局に
統合，廃止となった．同書，pp. 3-5.
（６）　1923年 9月 3日勅令第 400号『関東戒厳司令部条例』，東京市役所（1926），前掲書，p. 9.
（７）　東京市役所庶務課編（1925），東京大正震災誌，p. 82.
（８）　東京市役所（1926a），東京震災録前輯，第 1篇応急措置第 2章各紀，政府の活動（内務省），p. 1.
（９）　大日本震災調査会編（1923），大震災史，pp. 334-335.

















（1926b），東京震災録中輯，第 1篇応急措置第 4章警視庁の活動，p. 214.）および「……九月七日救護事務
局会報（引用，ママ）バラツク建設地を芝離宮 芝公園 明治神宮外苑 日比谷公園 新宿御苑 植物園（引用
註，いわゆる小石川植物園） 上野公園 浅草公園 緑町公園（引用註，当時は用地のみ取得済み，開園前）
深川猿江 深川公園 安田邸（引用註，震災の 2か月半前に安田家から東京市に寄贈済み，震災で倒壊焼失．
安田邸の寄附年月日は東京市役所（1932），東京市公園概況，p. 13. より） に協定して建設する事……（後
略）」とした点（東京市役所（1926b），東京震災録中輯，第 1篇応急措置第 4章警視庁の活動，p. 485.）を
参照．
（16）　東京市役所（1926a），東京震災録前輯，第 1篇応急措置第 2章各紀，政府の活動（内務省），pp. 33-34.
（17）　小石川区役所編（1935），小石川区史，小石川区役所，p. 970.
（18）　東京市役所（1926b），東京震災録中輯，第 1篇応急措置第 5章東京市の活動，p. 487.
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p. 1159.）．岩崎家によるバラックが霊雲寺のほか「御霊社」にも建設されたとする記述（同書，p. 1303. 東
京震災録別輯からの転載）もあるが，この「御霊社」こそが「字大根畑」の指す場所と推察される．なお，
これらのバラックは本郷区役所に寄付されたもの（同書，p. 1355.）であったため，その収容は岩崎家に最
後まで残留していた 299名に限定されておらず，10月 8日には 532名（霊雲寺境内のバラックが 184名，
御霊社境内のバラックが 348名）が，11月 1日には 132名（霊雲寺境内のバラック）がそれぞれ収容（同
書，p. 1302.）された．
（24）　東京市役所（1927），前掲書，第 3章東京市民の活動，pp. 807-808.
（25）　大木伯爵は葺手町 24番地に居住．大橋新太郎編（1894），訂正増補 華族名鑑，博文館，p. 32.
（26）　都新聞，1924年 9月 1日．




（30）　宮武外骨編（1923），震災画報 第 1冊，半狂堂，p. 8.
（31）　東京朝日新聞 1923年 12月 4日，『芸妓の手前も恥かしい 醜い焼跡を投げツ放しの富豪連 栄華の街も





（35）　大日本震災調査会編（1923），振天動地 大震災史，帝国講学会，p. 336. ただし，『三井救済団』という
表現である．























（47）　地図資料編纂会編（1989），地籍台帳・地籍地図［東京］，第 2巻（台帳篇 2）および第 5巻（地図篇 1）．




























同書 p. 80によれば，倒壊した日本館の建築面積は 123坪 7合 4勺であり，三井集会所内バラック 4棟の合
計 138.54坪に大体一致する．
（65）　『三井合名移転』国民新聞 1923年 10月 24日
（66）　読売新聞 1923年 11月 6日，『三井合名移転』
（67）　国民新聞 1923年 11月 16日，『三井事務所移転』
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（1926a），東京震災録前輯，第 1篇応急措置第 2章各紀，政府の活動，p. 31, 東京市直営バラックについて
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（114）　風俗画報増刊第 191号 新撰東京名所図絵 麴町区第十九編下巻の二 1899年 6月 25日 東陽堂 p. 6.
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（136）　東京市役所（1926b），東京震災録中輯，第 1篇応急措置第 5章東京市の活動，p. 486.
（137）　風俗画報増刊第 193号 新撰東京名所図絵神田区之部上巻 1899年 7月 25日 東陽堂，挿絵







































（171）　靖国神社編（1983），靖国神社百年史 資料篇 上，p. 133.
（172）　東京市役所（1926b），東京震災録中輯，第 1篇応急措置第 5章東京市の活動，p. 482.








（1983），靖国神社百年史 資料篇 中，p. 469.
（179）　靖国神社編（1983），靖国神社百年史 資料篇 上，p. 637.


















図 4　東京朝日新聞，1923年 12月 4日．
図 5　東京都公文書館編（2005），都史資料集成第 6巻，関東大震災と救護活動．
図 6～14　三井文庫所蔵，三井本館震災被害状況並三井家寄付大震災罹災収容所写真帖．
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図 5　東京都公文書館編（2005），都史資料集成第 6巻，関東大震災と救護活動．
図 6～14　三井文庫所蔵，三井本館震災被害状況並三井家寄付大震災罹災収容所写真帖．
図 15　風俗画報増刊第 191号　新撰東京名所図絵　麴町区第 19編下巻の二．
図 16～18　三井文庫所蔵，前掲資料．
図 19　風俗画報増刊第 193号　新撰東京名所図絵　神田区之部上巻．
図 20～24　三井文庫所蔵，前掲資料．
